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2021 年 2 月 16 日 

2020年 12月期決算概要 

会社名  ：クラレトレーディング株式会社 

代表者  ：（役職名）代表取締役社長 （氏名）村井 研三 

問合せ先責任者 ：（役職名）人事・総務部長 （氏名）尾古 雅章 

：（TEL）（06）7635-1624 

 

1. 当期の連結業績（2020年 1月 1日～2020年 12月 31日）   （百万円未満切捨て） 

（１）連結経営成績 

                 

当 期 

（2020年 1月～2020年 12月） 

前 期 

（2019年 1月～2019年 12月） 

増 減 

 金額 利益率 金額 利益率 増減額 増減率 

売 上 高 124,438 - 130,911 - △6,472  △4.9%  

営 業 利 益 3,606 2.9%  4,224 3.2%  △618 △14.6%  

経 常 利 益 3,740 3.0%  4,364 3.3%  △624 △14.3%  

当期純利益 2,643 2.1%  3,011 2.3%  △367 △12.2%  

（注）当社の連結子会社は、可樂麗貿易（上海）有限公司の１社となっています。 

 

 

（２）単体経営成績 

 

当 期 

（2020年 1月～2020年 12月） 

前 期 

（2019年 1月～2019年 12月） 

増 減 

 金額 利益率 金額 利益率 増減額 増減率 

売 上 高 122,922 - 129,324 - △6,401  △5.0%  

営 業 利 益 3,059 2.5%  3,829 3.0%  △769 △20.1%  

経 常 利 益 3,267 2.7%  4,084 3.2%  △817 △20.0%  

当期純利益 2,318 1.9%  2,836 2.2%  △517  △18.3%  
 

 
 

 



 2 

2. 当期の連結経営成績に関する定性的情報 

当社は、クラレグループの中期経営計画『PROUD 2020』(2018 年～2020 年)における当社

の戦略である「アジアでの業容拡大」「繊維事業の収益拡大」を積極的に推進してまいりまし

た。 

当会計年度（2020年 １月１日～2020年 12月 31日）は、世界的に新型コロナウイルスの

感染拡大が続く中、化学品･化成品関連は各用途とも中国市場を中心に上半期の落ち込みを下

半期の回復でカバーしましたが、繊維関連は国内外とも需要減により苦戦しました。 

この結果、当会計年度の経営成績は、売上高は 124,438百万円（前期比 6,472百万円、4.9％

の減収）、営業利益は 3,606 百万円（同 618 百万円、14.6％の減益）、経常利益は 3,740 百万

円（同 624百万円、14.3％の減益）、当期純利益は 2,643百万円（同 367百万円、12.2％の減

益）となりました。 

セグメント別は以下の通りです。 

 

以下＜  ＞の中の名称は(株)クラレの商標です。 

（１）営業の概況 

【繊維関連】 （減収減益） 

売上高は 38,226百万円（前期比 7,166百万円減、15.8％減）、営業利益は 1,233百万円（同

572百万円減、31.7％減）となりました。 

 (衣料分野) 

 全般的には、新型コロナウイルスの影響に加え、販売減に伴う原糸生産調整によるコス

トアップが発生しました。 

 スポーツ分野は、緊急事態宣言下での店頭販売減の影響はあったものの、一部用途が好

調に推移し、売上高は前年並み、利益は商品構成の変化により増加しました。 

 ユニフォーム分野は、ワーキングウェア等が顧客の在庫調整等の影響を受け、減収減益

となりました。 

 一般衣料用生地販売および原糸販売は、市況低迷の影響を受け、減収減益となりました。 

 

以上の結果、衣料分野は減収減益となりました。 

 

 

   (資材分野) 

 生活資材と産業資材は、新型コロナウイルスの影響により減収となりました。 

 人工皮革＜クラリーノ＞は、国内向け靴資材等の市況低迷が新型コロナウイルスの影響

等により更に深刻化し、減収となりました。 
 

以上の結果、資材分野は減収減益となりました。 
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【樹脂・化学品・化成品関連】 （増収、減益） 

売上高は 86,212 百万円（前期比 694 百万円増、0.8％増）、営業利益は 2,373 百万円（前

期比 46百万円減、1.9％減）となりました。 

 中国市場は回復しましたが、国内は需要減等の影響を受けました。 

 

 

 

（２）2021年 12月期の連結業績予想(2021年 1月 1日～2021年 12月 31日)          

世界的な新型コロナウイルス感染症の蔓延は依然収束の気配が見えず、事業を取り巻く環

境は先行き不透明な状況にあります。 

このような環境下、2021年においては、当社の戦略である「アジア地域の業容拡大」、「繊

維事業の収益拡大」等へ一層注力するとともに、次期中期計画への布石となる事業戦略構築

に取り組んでまいります。 

(億円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

第 2四半期 

（累計） 
630 18 18 12 

通 期 1,300 40 40 25 

＜注記＞上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実

際の業績は今後様々な要因によって大きく異なることがあります。 

 

以 上 


